
研修会にて…

東京都江東区の富岡八幡宮にて…東京都江東区の富岡八幡宮にて…

社会科では、
体験的な学習が
大切 ! 

伊能忠敬は、
教科書にも
載っていたね !

日本地図を作った人だよ。
でも、どうしてここに
銅像があるの ?

説明板には「50歳で江戸に出て
学問を始めた」って書いてあるよ。

教科書の二次元コードから、
二つの地図を見比べてごらん。

すごい！
ランドサットと
同じだよ ! 

今よりも不便そうな
時代に、なぜ正確な
地図を作ることが
できたのだろう?

10回も測量に
出かけたんだね。

なんと！
伊能忠敬が住んでいて、ここから
地図作りが始まったからだよ。

私の学区域に
教材があるかな？

教科書にはないので
授業が難しいなぁ。

それには地域学習が有効よ。
では、地域学習と教科書を
使った例を見せましょう。



学習問題は「伊能忠敬はなぜ
地図をつくることができたのか」
にしましょうか。

技術の発展が
あったのかな？

交通が発達して
いたのかも。

幕府の命令
だったんだね。

NHK forスクールに
詳しく出ているよ。

歩いた歩数を数えて
距離を測ったんだって。
方角は星を見て
確認したんだ。

大図には詳しく江戸時代の
日本の様子が描かれているよ。
実際にその場所に行かないと
描けないね。

歩測をやってみよう！
正確にはできないよ。

忠敬は70歳を過ぎても
歩いたんだよね。

地図を描くには、算数も
できなければいけないね！

いろいろな道具を工夫したんだね。



伊能忠敬がなぜ地図をつくることができたのでしょう学習問題

忠敬は体も壊していたのに
自分で費用を出して測量を
続けたらしい。

そこまでして、
どうして ?

5回目までの測量は幕府に許可を
もらって行っていました。
その後は幕府の命令で測量や
地図づくりを行いました。

では学習問題について
話し合ってみましょう。

測量した数値が
正確だったから。
そして私財を投じて
測量を行ったから。

確かに！学問と言えば、
他に活躍した人がいたね。

では新しい問いにして、
分担して調べて
発表会をしよう!

国学の本居宣長に
ついて調べてみます！

蘭学の杉田玄白に
ついて調べてみます！

50歳を過ぎてから学問を
したのは、この時代の
学問が発展したから。

だから、幕府の命令で行ったという
考え方もできます。しかし、忠敬の本来の
目的は「地球の大きさを測りたかった」
という記録も残されています。

幕府に命令されたからでしょ。

でも、忠敬は役人でも
武士でもないよ。

なら、
忠敬の研究をしている
人に聞いてみよう！



再び研修会にて…

杉田玄白や前野良沢は、オランダ語を
訳して「解体新書」を作ったんだね。

「国学」という学問を
完成させた人物……。

寺子屋についても
調べてみました……。

江戸時代には武士や
貴族以外の身分の人たちも
学べる寺子屋がありました。

学問の発達によって
日本は世界の中でも
読み書きのできる人の
割合が高い国に
なりました。

問いについて話し合って、
学習をまとめましょう。

学問は、暮らしや文化、
産業など日本の発展の
力となったんだね。

新しい文化の担い手は
町人らだったんだね。

伊能忠敬の地図には
細かい地名が書かれています。
これだけでも、忠敬や歴史を
身近に感じる地域学習に
なりますよ。

地域学習はどこの地域でも
行うことができるんですね。
まずは家まで歩いて帰るぞ！

電車で1時間
かかるんじゃ
なかったっけ？

宣長が好きだったのが
「源氏物語」で……。


